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特集『木材を溶かす技術と利用』 

　はじめに　 

　ここまで木質材料を溶かして使う技術として，バイ

オオイル製造技術，液化技術について紹介しました。

これらは主に熱処理と化学反応によって木材を分解す

ることが特徴です。一方，木材の構成成分をできるだ

け高分子の状態に保ちながら，加熱による軟化や，有

機溶媒による可溶化などプラスチックと同様の性質に

変換する技術があります。白石らは，木材の脂肪酸エ

ステル化やエーテル化により加熱による軟化，熱流動

を示す性質を付与できることを報告しました1）。これ

は木材の化学修飾による熱可塑化といわれ，生分解性

プラスチック製造技術の一つとして注目されています。

ここでは化学修飾による木材のプラスチック化技術に

ついて紹介します。 

 

　プラスチック化木材の用途 

　木材をプラスチック化すると一般のプラスチックと

同様に金型を用いた成型が可能で，トレイ等の試作品

製造例が報告されています2，3）。ベンジル化木材はス

チレン系プラスチック材料に性質が近いとされること

から，汎用プラスチック材料と置き換えることも可能

と思われます。最近発泡化についての報告もあり，発

泡スチロールの代替材料としての可能性もあります4）。

オリゴエステル化木材についても熱圧成型材料，射出

成型材料，押し出し成型材料の試作例が報告されてい

ます5）。具体的には，コーヒーカップホルダー，ドア

ハンドル，テーブルトップ，粉体塗料，ボタン等が提

案されています。 

 

　プラスチック化の概要 

　木材構成成分の一つセルロースの OH 基をエーテル化，

エステル化等の化学修飾により，別の形に変えること

によって，プラスチック化は可能となります。化学修

飾のみでプラスチック様の性質が得られなくても，あ

るいは無処理木粉でも，可塑剤や他のプラスチック材

料と加熱しながら混練することによってプラスチック

化が可能な場合もあります。木材のプラスチック化で

は下式のようにRもしくはR'の異なる薬剤を導入する様々

な方法が提案されています。代表的なものにベンジル化，

オリゴエステル化等があります。以後主にベンジル化

木材について紹介します。 

 

(エーテル化) 

　Cell－OH   + NaOH        → Cel－ONa          + H2O 

　Cell－ONa + R－CH2－Cl → Cell－O－CH2－R + NaCl 

(エステル化) 

　Cell－OH + R'－COOH   → Cell－OOCR'      + H2O 

 

　ベンジル化木材の性質 

　液化木材は黒褐色となりますが，ベンジル化木材は，

黄または橙のような色になるようです。シートに成型

すると透明になり，文字が透けて読める程度になります。 

　ベンジル化木材は可塑剤の添加や他のプラスチック

材料と混合することによって，硬さや伸びを制御でき，

ポリエチレン，ポリスチレン等熱可塑性プラスチック

と同様の性質を付与することができます。 

　もし天然材料由来の可塑剤を使用できれば，プラス

チック化木材の天然素材としての度合いが高くなります。

一例として，可塑剤としてエポキシ化大豆油を用いた

ベンジル化木材との複合化による物性変化に関する報

告6）があります。エポキシ化大豆油の含有率の上昇に

伴い，軟化温度が下がる傾向がみられ，熱流動開始温

度もおおむね下がる傾向がみられました。また引っ張

り強度試験では，引っ張り強度は低下する一方，破壊

伸張度が伸びる傾向がみられました。ベンジル化木材

自体はスチレン系プラスチック様の性質を持つとされ

ますが，エポキシ化大豆油との複合化によりポリエチ

レン様の性質が付与できることが示されました。 
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　ベンジル化木材の生分解性 

　このようにベンジル化木材が他のプラスチック材料

と同等の性能を持つこと，他の天然素材との複合化も

可能であることが示されました。それでは生分解性に

ついてはどうでしょうか？生分解性プラスチックとい

えるのでしょうか？ 

　ベンジル化木材と生分解性プラスチックとされるポ

リカプロラクトンとの複合体の生分解性に関する報告7）

例があり，光分解や活性汚泥中での分解試験結果など

から生分解性を有するとしています。またベンジル化

木材単体での報告例もあります。ベンジル化木材の発

泡化および生分解試験に関する報告4）では，光分解，

海中，土中，活性汚泥中での試験の結果，生分解性を

有すると結論づけています。 

 

　おわりに 

　ベンジル化木材については物性試験だけでなく，毒

性評価，生分解性試験等が多岐にわたって報告されて

います。またオリゴエステル化木材は民間企業が積極

的に開発に取り組んでいます。製品化の試験も行われ

ていることから，条件さえ整えば実用化されるものと

思われます。 

　これまでに紹介した木質材料を原料とした樹脂原料，

プラスチック材料等は，既存の材料と比較して十分な

性能を持ちますが，製造コストの問題から広く用いら 

れるには至っておりません。しかし近年，地球温暖化

防止，資源リサイクルといった環境保護の動きが急速

に進展しています。したがって，こうした天然材料を

原料とした新素材への期待はますます高まるものと思

われます。 
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